
The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　for 　Behavlor 　Analysls 〔JABA ）

P2・09　日本行動分析学会　第 32回 年次大会

　　　 （2014 年 6月 27〜29 日　弘前大学）

アスペルガー 障害男児に対する犬関連刺激の回避行動へ の介入の効果

犬 との遭遇に 関わ らず親の 同伴な しで徒歩下校する行動の形成
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【問題と目的】本研究は、実物の 犬をは じめ、犬とい う

言葉や犬 の 絵、写 真、たぬ きや猫等 の 小動物な どの 刺激

（以下、犬関連刺激とする）を回避するた め に保護者同

伴で ない と登下 校で きない ア ス ペ ル ガー障害男児を対象

に ト
ーク ン

・
エ コ ノ ミー法 とエ クス ポ

ー
ジャ

ー
を用 い た

介入 の 効果を検討する こ とを 目的と した。
【方法】対象 ；ア ス ペ ル ガ

ー
障害 と診断 された小学4年生

男鬼 通常学級在籍、W工SC皿 （CA8：8）FIQ94（VIQ110、PIQ78）。

幼児期から犬を怖が りは じめ、しだ い に犬に関するもの

を避け徒歩での 外出を嫌が るなど問題が拡大してきて い

た。登下校時 も犬関連刺激 に過剰 に反応 して車道に出る、
他児を押す ・叩 く等の 行動があっ たた め、毎日保護者の

送迎が必 要に な り、母親 は かな り疲弊して い た。
標的行動 ：犬関連刺激の有無にか か わらず保護者の同伴
なく単独で 下校す るこ と。ベ ー

ス ライ ン ： 下校時の 手段

（徒歩か 自転車）と親同伴の有無 、 経路 （通学路かそれ

以外 の 道）、下校時の 犬 との 遭遇 の 有無、下校時の逸脱

行動 （車道に出る、友達をたたく、悪口 ・暴言、犬の 話
で 騒 ぐ） の 有無を記録 した。介入 ：介入1で は、下校時の

手段 （徒歩か 自転車）、親同伴の有無、経路、犬との 遭

遇報告の 有無 逸脱行動の 有無を得点化 して ト
ーク ン ・

ヱ コ ノ ミー法を実施 した （フ ェ イ ズ 1）。なお、対象児

は貯金 へ の こ だわ りが あっ た た め、バ ッ ク ア ッ プ 好子 と

して週 ごとの ポイ ン トを1ポイン ト1円で 換金 した。 介入2

で は、ト
ー

クン ・エ コ ノ ミ
ー

法に加え、犬関連朿1wn （Table）
に対す るエ クス ポ

ージ ャ
ー

を 7セ ッ シ ョ ン 実施した （フ

ェ イズ 2）。その 後、介入 1 と同条件の ト
ー

ク ン ・エ コ

ノ ミ
ー

法の み を継続 した （フ ェ イズ 3）。

Teble エ クス ボ
ー

ジャ
ー

に 用 い た犬 闘逗刺激瀚よびポイン ト数

【結果と考察】介入 1 で ト
ーク ン

・
エ コ ノ ミー法を導入

した結果 、 母親 の 自転車 の 後 ろに乗 らずに徒歩で 下校す

る こ とが100％となっ たが、単独で 下校するこ とはなかっ

た。介入 2 で犬関連刺激へ の エ クス ポージャ
ーを導入後、

親同伴な しで の 単独下校率が増加した （Fig．1）。
　介入 2 の犬関連刺激へ のエ クス ポージャ

ー
を行っ た結

果、犬の 話、犬 の 絵本 、 絵 、 写真 、 動画 、
ぬ い ぐるみ、

実物の 犬に接近する こ と、犬 と歩道内ですれちが うこ と、
通学路に ある

“
犬 ゾ

ー
ン
”
　（犬の 散歩が多い エ リア）を

歩くこ とが達成で きた。対象児自身が 「犬に出会 っ て も

フ リ
ーズ攻 撃で じっ として い ればだ い じ ょ うぶ」と言い 、

実際に セ ッ シ ョ ン 中に 3 匹の 犬が吠え合う状況に遭遇 し

てもじっ として騒がず通り過ぎるの を待つ こ とがで きた。

介入 2 の 後、ト
ー

クン ・エ コ ノ ミ
ー

法 の みを継続した フ

ェ イズ 3で は単独下校率が上昇し、保護者の 同伴なしで

徒歩下校する とい う行動は 、 学年が か わ っ て も維持され

た。学校の校外学習で盲導犬がい た ときや生活場面 で 犬

に遭遇 したときにも騒がずに通るこ とが で きた と保護者

や担任か ら報告があっ た。
一

方、エ クス ポ
ー

ジャ
ー

実施

後も、通学路を通 っ て帰 っ て きたの は 1回の みであっ た。
通学路に は

“
犬ゾー

ン
”

があるだけで なく、距離が 3倍

以上になるこ とも通学路を通らなか っ た要因 と考えられ
た。
　下校時の逸脱行動は、28− 29 週 の 学年末および学年は

じめ に かけて 多く出現した。具体的 に は 友達の からかい

や学校 で の トラブル をひ きずっ て悪 口を言 うとい っ た行

動で あ り、犬に関連する エ ピ ソ
ー

ドとは異な っ て い た。

さらに、同 じ道 を通 っ てい るにもか か わらず、犬との 遭
遇 報告そ の もの も減少 して お り、犬関連刺激 へ の 過剰な

反応 も消失 して きて い る こ とが うか が えた （Fig．2）。
　ア ス ペ ル ガ

ー
障害をもつ 本児に対 して、特定 の 対象物

とそれに関連 した刺激 へ の 回避行動を消去 し、適切な対

処行動 を形成 で きる可能 1生が 示 され た。
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　 F鱈2 週 ごとの下校時の犬 との遭遇報告率と逸脱行動生起率の推移
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